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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】モバイルアプリケーションの実行により生成さ
れるログデータを抽出し、消費者の使用パターン、使用
者の行動、デバイス情報等を分析し、モバイルアプリケ
ーションに対するターゲッティング分類を行い、各デバ
イス又はアプリケーションへサービス情報を提供する。
【解決手段】サービス情報提供システムＳは、アプリケ
ーション実行により生成されるログデータを抽出し分析
サーバー２００へ伝送し、分析サーバー２００から受信
したアプリケーションサービス情報を実行するデバイス
のアプリケーション挿入モジュール１００と、アプリケ
ーション挿入モジュール１００からログデータを受信し
、アプリケーションの使用パターン、実行機能の使用頻
度及びデバイス情報を抽出してログデータリスト別分析
結果を表示し、この分析結果に基づき生成したアプリケ
ーションサービス情報を、アプリケーション挿入モジュ
ール１００へ伝送する分析サーバー２００とを含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供システムにおいて、
　既に配布されて設置されたデバイスに格納され、前記デバイスのアプリケーション実行
により生成されるログデータを抽出してログデータを無線通信網を介して分析サーバーへ
伝送し、前記分析サーバーから受信したアプリケーションサービス情報を実行するアプリ
ケーション挿入モジュールと、
　前記アプリケーション挿入モジュールから複数のログデータを受信し、前記ログデータ
に含まれたアプリケーションの使用パターン、実行機能の使用頻度およびデバイス情報を
抽出してそれぞれのログデータリスト別分析結果を表示し、それぞれのログデータリスト
別分析結果に符合するように生成したアプリケーションサービス情報を、デバイスに搭載
されたアプリケーション挿入モジュールへ伝送する分析サーバーとを含んでなることを特
徴とする、モバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供システム。
【請求項２】
　前記アプリケーション挿入モジュールは、
　前記デバイスのアプリケーション実行により実時間で生成されるログデータを抽出する
ログデータ抽出モジュールと、
　抽出したログデータを無線通信網を介して前記分析サーバーへ伝送するログデータ伝送
モジュールと、
　前記分析サーバーからポップアップまたはプッシュ通知の形でアプリケーションサービ
ス情報を受信するサービスデータ受信モジュールと、
　前記デバイスの制御に基づいて前記アプリケーションサービス情報を実行し、既に設置
されたアプリケーションを更新するサービスデータ実行モジュールとを含んでなることを
特徴とする、請求項１に記載のモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提
供システム。
【請求項３】
　前記分析サーバーは、
　既に設定された時間毎に或いは前記アプリケーションのスケジュールに従って無線通信
網を介してログデータを受信するログデータ受信モジュールと、
　前記ログデータに含まれた使用パターンを分析してログデータ使用パターン情報を生成
し、生成されたログデータ使用パターン情報をログデータ分析ＤＢに格納する使用パター
ン分析モジュールと、
　前記ログデータに含まれたアプリケーションによって行われる機能またはメニューの実
行内訳を分析してログデータ実行機能情報を生成し、生成されたログデータ実行機能情報
を前記ログデータ分析ＤＢに格納する実行機能分析モジュールと、
　前記ログデータに含まれたデバイスデータを分析してログデータデバイス情報を生成し
、生成されたログデータデバイス情報を前記ログデータ分析ＤＢに格納するデバイス分析
モジュールと、
　前記ログデータ使用パターン情報、ログデータ実行機能情報およびログデータデバイス
情報を集めてそれぞれのログデータリスト別分析結果に対応するアプリケーションサービ
ス情報を生成する分析情報制御モジュールとを含むことを特徴とする、請求項１に記載の
モバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供システム。
【請求項４】
　前記ログデータ使用パターン情報は、
　前記アプリケーションの実行回数カウント情報、年月日を基準として重複セッション数
を除去した使用者カウント情報、新規使用者カウント情報、既存使用者カウント情報、ア
プリケーションの実行回数による使用頻度情報、単一使用者別平均実行回数カウント情報
および地域別使用者分布情報のいずれか一つを含むことを特徴とする、請求項３に記載の
モバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供システム。
【請求項５】
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　前記ログデータ実行機能情報は、
　前記アプリケーショのメニュー別実行回数カウント情報および前記デバイス内に設置さ
れたアプリケーションの実行に応じて変更されるデータを含むことを特徴とする、請求項
３に記載のモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供システム。
【請求項６】
　前記ログデータデバイス情報は、
　前記アプリケーションが設置されるデバイスのモデル別カウント情報、前記デバイスの
運営のために設置された運営体制のフレームワーク情報、前記デバイスに設置されたアプ
リケーションのバージョン別カウント情報または前記デバイス別にアプリケーションの保
安を解止・脱獄したモデルのカウント情報のいずれか一つを含むことを特徴とする、請求
項３に記載のモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供システム。
【請求項７】
　前記アプリケーションサービス情報は、
　前記デバイスに既に設置されたアプリケーションのバージョンをアップグレードするた
めの情報、前記アプリケーションの誤り情報を周知するための情報、新規として市場に出
されたアプリケーションの内訳に対する情報、および前記アプリケーションが実行された
デバイスの接続地域別クーポン提供に対する情報のいずれか一つを含むことを特徴とする
、請求項１に記載のモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供システム
。
【請求項８】
　前記分析サーバーは、
　前記ログデータをデバイス情報別に格納・管理し、前記ログデータ使用パターン情報、
ログデータ実行機能情報、ログデータデバイス情報、ログデータリスト別分析結果および
アプリケーションサービス情報を格納・管理するログデータ分析ＤＢと、
　前記アプリケーションサービス情報を、無線通信網を介してポップアップまたはプッシ
ュ通知の形で、前記デバイスに搭載されたアプリケーション挿入モジュールへ伝送するサ
ービス情報送信モジュールと、
　前記ログデータ、ログデータ使用パターン情報、ログデータ実行機能情報、ログデータ
デバイス情報、ログデータリスト別分析結果およびアプリケーションサービス情報のいず
れか一つを表示する分析情報ディスプレイモジュールとを含むことを特徴とする、請求項
１に記載のモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供システム。
【請求項９】
　モバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供方法において、
　（ａ）アプリケーション挿入モジュールがデバイスに搭載されたアプリケーションの実
行により生成されるログデータを抽出し、抽出したログデータを無線通信網を介して分析
サーバーへ伝送する段階と、
　（ｂ）前記分析サーバーが受信したログデータに含まれたアプリケーションの使用パタ
ーン、実行機能使用頻度およびデバイス情報を抽出してそれぞれのログデータリスト別分
析結果を表示する段階と、
　（ｃ）前記分析サーバーがそれぞれのログデータリスト別分析結果に符合するように生
成したアプリケーションサービス情報を、無線通信網を介してポップアップまたはプッシ
ュ通知の形で、前記デバイスに搭載されたアプリケーション挿入モジュールへ伝送する段
階と、
　（ｄ）アプリケーション挿入モジュールが分析サーバーから受信したアプリケーション
サービス情報を実行する段階とを含んでなることを特徴とする、モバイルアプリケーショ
ン分析に対応するサービス情報提供方法。
【請求項１０】
　前記（ｂ）段階は、
　（ｂ－１）前記分析サーバーのログデータ受信モジュールが所定の時間毎にまたはアプ
リケーションのスケジュールに従って無線通信網を介してログデータを受信する段階と、
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　（ｂ－２）前記分析サーバーの使用パターン分析モジュールが、それぞれのログデータ
に含まれた使用パターンを分析してログデータ使用パターン情報を生成する段階と、
　（ｂ－３）前記分析サーバーの実行機能分析モジュールが、それぞれのログデータに含
まれたアプリケーションによって行われる機能またはメニューの実行内訳を分析してログ
データ実行機能情報を生成する段階と、
　（ｂ－４）前記分析サーバーのデバイス分析モジュールが、それぞれのログデータに含
まれたデバイスデータを分析してログデータデバイス情報を生成する段階と、
　（ｂ－５）前記分析サーバーの分析情報ディスプレイモジュールが前記ログデータ、ロ
グデータ使用パターン情報、ログデータ実行機能情報、ログデータデバイス情報、ログデ
ータリスト別分析結果およびアプリケーションサービス情報のいずれか一つを表示する段
階とを含むことを特徴とする、請求項９に記載のモバイルアプリケーション分析に対応す
るサービス情報提供方法。
【請求項１１】
　前記（ｃ）段階は、
　（ｃ－１）前記分析サーバーのサービス情報送信モジュールが、前記デバイスに搭載さ
れたアプリケーション挿入モジュールへのアプリケーションサービス情報を自動的に伝送
設定するか或いは特定対象にターゲッティングして伝送するかを判断する段階と、
　（ｃ－２）前記（ｃ－１）段階の判断結果、自動的に伝送する場合、前記サービス情報
送信モジュールが前記アプリケーションサービス情報を無線通信網を介してポップアップ
またはプッシュ通知の形で、前記判断結果に基づいて自動的にターゲッティングされたア
プリケーション挿入モジュールへ伝送する段階と、
　（ｃ－３）前記（ｃ－１）段階の判断結果、特定対象にターゲッティングして伝送する
場合、前記サービス情報送信モジュールが管理者から入力を受けたターゲッティング対象
のアプリケーションを選別する段階と、
　（ｃ－４）前記（ｃ－３）段階の後、前記サービス情報送信モジュールが、前記アプリ
ケーションサービス情報を無線通信網を介してポップアップまたはプッシュ通知の形で、
選別されたデバイスに搭載されたアプリケーション挿入モジュールへ伝送する段階とを含
むことを特徴とする、請求項９に記載のモバイルアプリケーション分析に対応するサービ
ス情報提供方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、モバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供システムおよび
その方法に係り、さらに詳しくは、デバイスに備えられたモバイルアプリケーションの実
行により生成されるログデータに基づいて消費者の使用パターン、使用者の行動、デバイ
ス情報および分析レポートを分析し、分析結果に基づいてターゲッティング(targeting)
対象のデバイスまたはアプリケーションにサービス情報を提供する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子・通信技術の飛躍的な発展に伴い、移動通信網を用いて無線音声通話サービス、メ
ッセージサービス、無線インターネットサービスなどの様々な移動通信サービスが提供さ
れている。様々な移動通信サービスが提供されるにつれて、携帯電話、ＰＤＡ(Personal
　Digital　Assistant)、ＰＭＰ(Portable　Multimedia　Player)、ＵＭＰＣ(Ultra-Mobi
le　Person　Computers)、ノートブックなどの移動端末機は、多くの人々が何時でも何処
でも携帯し易い必須品の一つとして地位を固めつつある。
【０００３】
　このような移動端末機には移動通信システムとの通信のための運営システムおよびプラ
ットフォームが搭載される。このような運営システムおよびプラットフォームはマイクロ
プロセッサー製造会社、移動端末機制御会社または移動通信サービス提供会社によって選
定および設置される。また、プラットフォーム上で実行される各種モバイルアプリケーシ
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ョンも移動通信サービス提供会社または移動端末機製造会社を介して供給される。
【０００４】
　このような運営システム、プラットフォームおよびモバイルアプリケーションの運営主
体がマイクロプロセッサー製造会社、移動端末機製造会社または移動通信サービス提供会
社に制限されることにより、移動端末機の使用者は移動通信サービス提供会社または移動
端末機製造会社から提供するモバイルアプリケーション以外のモバイルアプリケーション
を移動端末機で実行させることができず、これにより移動端末機の使用が制限されるとい
う問題点があった。
【０００５】
　これにより、最近では移動端末機に使用者が直接モバイルアプリケーションを設置する
ことができるようにして市場に登場しており、モバイルアプリケーションストーアで使用
者が願う様々なモバイルアプリケーションをダウンロードして実行させることが可能な移
動端末機も市場に出ている。
【０００６】
　ところが、モバイルアプリケーション提供会社では、自社で開発して配布または販売し
たモバイルアプリケーションがどのように使用されているかを具体的に把握することがで
きないため、追って市場に出るモバイルアプリケーションに対する改善方案または市場状
況を確認することができない実情である。
【０００７】
　すなわち、モバイルアプリケーション提供会社によって市場に出されたモバイルアプリ
ケーションを誰が使用するか、如何にして使用するか、実際使用者の数は何名であるか、
１日に何回使用するか、幾らの時間使用するか、何処の地域で多く使用するか、最も多く
使う機能が何なのかについて確認することができないという問題点がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、前述したような問題点を解決するためのもので、その目的は、配布されたモ
バイルアプリケーションの実行により生成されるログデータを抽出して消費者の使用パタ
ーン、使用者の行動、デバイス情報および分析レポートを分析し、配布されたモバイルア
プリケーションに対するターゲッティング分類を行うことにより、ポップアップ(popup)
またはプッシュ通知(Push　Notification)によってそれぞれのデバイスまたはアプリケー
ションへサービス情報（デバイスの接続地域別クーポン情報、アップグレードされたアプ
リケーションの再設置情報、アプリケーションの有料化情報、再使用を誘導するメッセー
ジまたは頻繁に接続する地域に隣接した商店の割引クーポン情報）を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明のモバイルアプリケーション分析に対応するサービ
ス情報提供システムは、既に配布されて設置されたデバイスに格納され、デバイスのアプ
リケーション実行により生成されるログデータを抽出してログデータを無線通信網を介し
て分析サーバーへ伝送し、分析サーバーから受信したアプリケーションサービス情報を実
行するアプリケーション挿入モジュールと、アプリケーション挿入モジュールから複数の
ログデータを受信し、ログデータに含まれたアプリケーションの使用パターン、実行機能
の使用頻度およびデバイス情報を抽出してそれぞれのログデータリスト別分析結果を表示
し、それぞれのログデータリスト別分析結果に符合するように生成したアプリケーション
サービス情報を、デバイスに搭載されたアプリケーション挿入モジュールへ伝送する分析
サーバーとを含むものである。
【００１０】
　前述したシステムを基盤とする本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応する
サービス情報提供方法は、アプリケーション挿入モジュールがデバイスに搭載されたアプ
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リケーションの実行により生成されるログデータを抽出し、抽出したログデータを無線通
信網を介して分析サーバーへ伝送する（ａ）段階と、分析サーバーが、受信したログデー
タに含まれたアプリケーションの使用パターン、実行機能の使用頻度およびデバイス情報
を抽出してそれぞれのログデータリスト別分析結果を表示する（ｂ）段階と、分析サーバ
ーが、それぞれのログデータリスト別分析結果に符合するように生成したアプリケーショ
ンサービス情報を、無線通信網を介してポップアップまたはプッシュ通知の形で、デバイ
スに搭載されたアプリケーション挿入モジュールへ伝送する（ｃ）段階と、アプリケーシ
ョン挿入モジュールが分析サーバーから受信したアプリケーションサービス情報を実行す
る（ｄ）段階とを含んでなる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、配布されたモバイルアプリケーションの実行により生成されるログデ
ータを抽出して消費者の使用パターン、使用者の行動、デバイス情報および分析レポート
を分析し、配布されたモバイルアプリケーションに対するターゲッティング分類を行うこ
とにより、ポップアップまたはプッシュ通知を介して、それぞれのデバイスまたはアプリ
ケーションでサービス情報（デバイスの接続地域別クーポン情報、アップグレードされた
アプリケーションの再設置情報、アプリケーションの有料化情報、再使用を誘導するメッ
セージまたは頻繁に接続する地域に隣接した商店の割引クーポン情報）を提供できるとい
う効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供システ
ムを示す構成図である。
【図２】本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供システ
ムのアプリケーションに対する詳細構成を示す構成図である。
【図３】本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供システ
ムのアプリケーションに対する構成要素間の関係を示す図である。
【図４】本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供システ
ムの分析サーバーに対する詳細構成を示す構成図である。
【図５】本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供システ
ムの分析サーバーが分析したログデータを示す例示図である。
【図６】本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供システ
ムの分析サーバーが生成したログデータ使用パターン情報を示す例示図である。
【図７】本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供システ
ムの分析サーバーが生成したログデータ使用パターン情報を示す別の例示図である。
【図８】本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供システ
ムの分析サーバーが生成したログデータデバイス情報を示す例示図である。
【図９】本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供システ
ムの分析サーバーが生成したアプリケーションサービス情報を示す第１例示図である。
【図１０】本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供シス
テムの分析サーバーが生成したアプリケーションサービス情報を示す第２例示図である。
【図１１】本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供シス
テムの分析サーバーが生成したアプリケーションサービス情報を示す第３例示図である。
【図１２】本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供シス
テムの分析サーバーが生成したアプリケーションサービス情報を示す第４例示図である。
【図１３】本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供シス
テムの分析サーバーが生成したアプリケーションサービス情報を示す第５例示図である。
【図１４】本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供シス
テムのアプリケーションサービス情報を管理者の操作に従って全体デバイスまたは特定対
象デバイスのアプリケーションへ伝送することを示す例示図である。
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【図１５】本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供方法
を示すフローチャートである。
【図１６】本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供方法
のＳ２０段階の詳細過程を示すフローチャートである。
【図１７】本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供方法
のＳ３０段階の詳細過程を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の具体的な特徴および利点は添付図面に基づいた以降の詳細な説明からさらに明
らかになるであろう。これに先立ち、本明細書および請求の範囲に使用された用語または
単語は、発明者が自分の発明を最善の方法で説明するために用語の概念を適切に定義する
ことができるという原則に基づき、本発明の技術的思想に符合する意味と概念で解釈され
なければならない。また、本発明に関連した周知の機能およびその構成に対する具体的な
説明が本発明の要旨を無駄に乱すおそれがあると判断される場合にはその具体的な説明を
省略したことに留意すべきであろう。
【００１４】
　図１に示すように、本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサービス情
報提供システムＳは、アプリケーション挿入モジュール１００および分析サーバー２００
を含んでなる。
【００１５】
　図２を参照すると、アプリケーション挿入モジュール１００は、既に配布されて設置さ
れたデバイス１０に格納され、デバイス１０のアプリケーション実行により生成されるロ
グデータを抽出してログデータを無線通信網を介して分析サーバー２００へ伝送し、分析
サーバー２００から受信したアプリケーションサービス情報を実行する機能を行うもので
あるが、ログデータ抽出モジュール１１０、ログデータ伝送モジュール１２０、サービス
データ受信モジュール１３０およびサービスデータ実行モジュール１４０を含んでなる。
【００１６】
　以下、図３を参照して、本発明に係るモバイルアプリケーション分析システムＳのアプ
リケーション挿入モジュール１００に対する構成要素間の関係について説明する。
【００１７】
　具体的に、アプリケーション挿入モジュール１００のログデータ抽出モジュール１１０
は、デバイス１０のアプリケーション実行により実時間で生成されるログデータを抽出し
、ログデータ伝送モジュール１２０は、抽出したログデータを、無線通信網を介して、既
に設定された分析サーバー２００へ伝送する。
【００１８】
　また、サービスデータ受信モジュール１３０は、無線通信網を介して分析サーバー２０
０からポップアップ(Popup)またはプッシュ通知(Push　Notification)のいずれか一つの
形でアプリケーションサービス情報を受信する。
【００１９】
　サービスデータ実行モジュール１４０は、デバイス１０の制御に基づいて前記アプリケ
ーションサービス情報を実行し、既に設置されたアプリケーションを更新する。
【００２０】
　この際、既に設置されたアプリケーションの更新とは、デバイス１０に既に設置された
アプリケーションのバージョンをアップグレード、アプリケーションの誤り情報の周知、
新規として市場に出されたアプリケーションに対する情報提供またはデバイス１０の接続
地域別クーポン提供に対する情報を設置または表示するものと理解することが好ましいが
、本発明はこれに限定されるものではない。
【００２１】
　以下、図４を参照して、本発明に係るモバイルアプリケーション分析システムＳの分析
サーバー２００について説明する。
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【００２２】
　分析サーバー２００は、無線通信網を介して、前記アプリケーション挿入モジュール１
００に含まれたログデータ伝送モジュール１２０から複数のログデータを受信し、図５に
示すように、ログデータに含まれたアプリケーションの使用パターン、実行機能の使用頻
度およびデバイス情報を抽出してそれぞれのログデータリスト別分析結果を表示し、それ
ぞれのログデータリスト別分析結果に符合するように生成したアプリケーションサービス
情報を、前記アプリケーション挿入モジュール１００を搭載したデバイス１０へ伝送する
機能を行うものであるが、ログデータ受信モジュール２１０、使用パターン分析モジュー
ル２２０、実行機能分析モジュール２３０、デバイス分析モジュール２４０、分析情報制
御モジュール２５０、ログデータ分析ＤＢ２６０、サービス情報送信モジュール２７０お
よび分析情報ディスプレイモジュール２８０を含んでなる。
【００２３】
　具体的に、分析サーバー２００のログデータ受信モジュール２１０は、実時間で或いは
アプリケーション挿入モジュール１００のスケジュールに従って無線通信網を介してログ
データを受信する。
【００２４】
　また、使用パターン分析モジュール２２０は、ログデータ受信モジュール２１０の印加
を受けたそれぞれのログデータに含まれた使用パターンを分析してログデータ使用パター
ン情報を生成し、生成されたログデータ使用パターン情報をログデータ分析ＤＢ２６０に
格納する。
【００２５】
　この際、ログデータ使用パターン情報は、図６および図７に示すように、前記アプリケ
ーション挿入モジュール１００の実行回数カウント情報、年月日を基準として重複実行回
数を除去した使用者カウント情報、新規使用者カウント情報、既存の使用者カウント情報
、アプリケーション挿入モジュール１００の実行回数による使用頻度情報、単一使用者別
平均実行回数カウント情報および地域別使用者分布情報のいずれか一つを含む。
【００２６】
　また、実行機能分析モジュール２３０は、ログデータ受信モジュール２１０の印加を受
けたログデータに含まれたアプリケーション挿入モジュール１００によって行われる機能
またはメニューの実行内訳を分析してログデータ実行機能情報を生成し、生成されたログ
データ実行機能情報をログデータ分析ＤＢ２６０に格納する。
【００２７】
　この際、ログデータ実行機能情報は、前記アプリケーション挿入モジュール１００のメ
ニュー別実行回数カウント情報および前記デバイス１０内に設置されたアプリケーション
挿入モジュール１００の実行に応じて変更されるデータを含む。
【００２８】
　また、デバイス分析モジュール２４０は、ログデータ受信モジュール２１０から印加を
受けたそれぞれのログデータに含まれたデバイスデータを分析してログデータデバイス情
報を生成し、生成されたログデータデバイス情報をログデータ分析ＤＢ２６０に格納する
。
【００２９】
　この際、ログデータデバイス情報は、図８に示すように、前記アプリケーション挿入モ
ジュール１００が設置されるデバイス１０のモデル別カウント情報、デバイス１０の運営
のために設置された運営体制のフレームワーク(framework)情報、デバイス１０に設置さ
れたアプリケーション挿入モジュール１００のバージョン別カウント情報またはデバイス
１０別にアプリケーション挿入モジュール１００の運営体制に対する保安を解止・脱獄(j
ailbroken)したモデルのカウント情報のいずれか一つを含む。
【００３０】
　また、分析情報制御モジュール２５０は、使用パターン分析モジュール２２０、実行機
能分析モジュール２３０およびデバイス分析モジュール２４０の印加を受けたログデータ
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使用パターン情報、ログデータ実行機能情報およびログデータデバイス情報を集めてそれ
ぞれのログデータリスト別分析結果に対応するアプリケーションサービス情報を生成する
。
【００３１】
　ここで、アプリケーションサービス情報は、デバイス１０に既に設置されたアプリケー
ションのバージョンをアップグレードするための情報、アプリケーションの誤り情報を周
知するための情報、新規として市場に出されたアプリケーションの内訳に対する情報また
は前記アプリケーション挿入モジュール１００が実行されたデバイス１０の接続地域別ク
ーポン提供に対する情報を含む。
【００３２】
　例えば、アプリケーションサービス情報は、図９に示すように、既に設置されたアプリ
ケーション挿入モジュール１００のログデータ分析に基づいて該当アプリケーションの実
行に誤りがあるか或いは他のアプリケーションとの衝突がある場合、これを補完し、アッ
プグレードされたアプリケーションを再び設置することができるようにする情報であって
もよい。
【００３３】
　また、アプリケーションサービス情報は、図１０に示すように、既に設置されたアプリ
ケーション挿入モジュール１００のログデータ分析に基づいて実行頻度を基礎に忠誠度が
高いデバイス１０の場合、設置されたアプリケーションを有料化するための情報であって
もよい。
【００３４】
　また、アプリケーションサービス情報は、図１１に示すように、既に設置されたアプリ
ケーション挿入モジュール１００のログデータ分析に基づいて実行頻度を基礎に忠誠度が
低いデバイス１０の場合、再使用を誘導するメッセージを含む情報であってもよい。
【００３５】
　また、アプリケーションサービス情報は、図１２に示すように、既に設置されたアプリ
ケーション挿入モジュール１００のログデータ分析に基づいてデバイス１０が頻繁に接続
する地域に隣接した商店の割引クーポンを含む情報であってもよい。
【００３６】
　さらに、アプリケーションサービス情報は、図１３に示すように、既に設置されたアプ
リケーション挿入モジュール１００のログデータ分析に基づいてデバイス１０が頻繁に使
用するアプリケーションのカテゴリーに対する情報を含み、このカテゴリーは図書、幼児
、教育、公演およびショッピングのいずれか一つから構成できるが、本発明はこれに限定
されるものではない。
【００３７】
　一方、ログデータ分析ＤＢ２６０は、ログデータ受信モジュール２１０から印加を受け
た複数のログデータデバイス情報別に格納・管理し、使用パターン分析モジュール２２０
、実行機能分析モジュール２３０およびデバイス分析モジュール２４０から印加を受けた
ログデータ使用パターン情報、ログデータ実行機能情報およびログデータデバイス情報を
格納・管理し、分析情報制御モジュール２５０の印加を受けたログデータリスト別分析結
果およびアプリケーションサービス情報を格納・管理する。
【００３８】
　また、サービス情報送信モジュール２７０は、分析情報制御モジュール２５０から印加
を受けたアプリケーションサービス情報を、無線通信網を介してポップアップおよびプッ
シュ通知のいずれか一つの形で、前記アプリケーション挿入モジュール１００を搭載した
デバイス１０へ伝送する。
【００３９】
　この際、サービス情報送信モジュール２７０は、デバイス１０のアプリケーション挿入
モジュール１００に備えられたサービスデータ受信モジュール１１０へアプリケーション
サービス情報を伝送するに当たり、２つの方法で伝送することができる。
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【００４０】
　一つ目は、サービス情報送信モジュール２７０がアプリケーションサービス情報を、所
定の条件を満足するデバイス１０のアプリケーション挿入モジュール１００へ自動的に伝
送する方法であり、二つ目は、図１４に示すように、分析サーバー２００の分析情報制御
モジュール２５０が生成したアプリケーションサービス情報を管理者の操作に従って全体
対象のデバイス１０または特定対象のデバイス１０のアプリケーション挿入モジュール１
００へ伝送する方法である。
【００４１】
　以下、図１４を参照して、特定対象のデバイス選別によるアプリケーションサービス情
報の伝送について具体的に説明する。
【００４２】
　サービス情報送信モジュール２７０が管理者の操作に従ってアプリケーション実行回数
によるアクション（例えば、全期間にわたって３回以上アプリケーションを実行した使用
者にポップアップで有料バージョン勧誘メッセージの発送）、アプリケーション実行時期
によるアクション（例えば、アプリケーションの最後実行日から１５日以上の期間が経っ
た使用者にポップアップで再使用誘導メッセージの発送）、使用者の特定行動実行による
アクション（例えば、全期間にわたってアプリケーションでマイフレンド登録メニューを
実行した使用者にポップアップでマイフレンド追加関連イベントメッセージの発送）、お
よび使用地域情報によるアクション（例えば、２０１０－０８－０１または２０１０－０
９－３０に江南区地域でアプリケーションを実行した履歴のある使用者にポップアップで
ＣＯＥＸモールクーポン発給メッセージの発送）のいずれか一つを行うことができるが、
本発明はこれに限定されるものではない。ログデータ分析に応じて、アプリケーションサ
ービス情報伝送のターゲッティング対象は変更できる。
【００４３】
　分析情報ディスプレイモジュール２８０は、分析情報制御モジュール２５０から印加を
受けたログデータ、ログデータ使用パターン情報、ログデータ実行機能情報、ログデータ
デバイス情報、ログデータリスト別分析結果およびアプリケーションサービス情報のいず
れか一つを表示する。
【００４４】
　次に、図１５を参照して、本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサー
ビス情報提供方法について説明する。
【００４５】
　まず、デバイス１０に搭載されたアプリケーション挿入モジュール１００の実行により
生成されるログデータを抽出してログデータを無線通信網を介して分析サーバー２００へ
伝送する（Ｓ１０）。
【００４６】
　次に、分析サーバー２００が受信したログデータに含まれたアプリケーションの使用パ
ターン、実行機能の使用頻度およびデバイス情報を抽出してそれぞれのログデータリスト
別分析結果を表示する（Ｓ２０）。
【００４７】
　その後、分析サーバー２００がそれぞれのログデータリスト別分析結果に符合するよう
に生成したアプリケーションサービス情報を、無線通信網を介してポップアップ(Popup)
またはプッシュ通知(Push　Notification)の形で、前記デバイス１０に搭載されたアプリ
ケーション挿入モジュール１００へ伝送する（Ｓ３０）。
【００４８】
　そして、アプリケーション挿入モジュール１００が分析サーバー２００から受信したア
プリケーションサービス情報を実行する（Ｓ４０）。
【００４９】
　以下、図１６を参照して、本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサー
ビス情報提供方法のＳ２０段階の詳細過程について説明する。
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【００５０】
　まず、分析サーバー２００のログデータ受信モジュール２１０が所定の時間毎に或いは
アプリケーション挿入モジュール１００のスケジュールに従って無線通信網を介してログ
データを受信する（Ｓ２１）。
【００５１】
　次いで、分析サーバー２００の使用パターン分析モジュール２２０が、それぞれのログ
データに含まれた使用パターンを分析し、ログデータ使用パターン情報を生成する（Ｓ２
２）。
【００５２】
　その後、分析サーバー２００の実行機能分析モジュール２３０がそれぞれのログデータ
を抽出し、アプリケーションによって行われる機能またはメニューの実行内訳を分析して
ログデータ実行機能情報を生成する（Ｓ２３）。
【００５３】
　次に、分析サーバー２００のデバイス分析モジュール２４０が、それぞれのログデータ
に含まれたデバイスデータを分析してログデータデバイス情報を生成する（Ｓ２４）。
【００５４】
　分析サーバー２００の分析情報ディスプレイモジュール２８０が前記ログデータ、ログ
データ使用パターン情報、ログデータ実行機能情報、ログデータデバイス情報、ログデー
タリスト別分析結果およびアプリケーションサービス情報のいずれか一つを表示する（Ｓ
２５）。
【００５５】
　以下、図１７を参照して、本発明に係るモバイルアプリケーション分析に対応するサー
ビス情報提供方法のＳ３０段階の詳細過程について説明する。
【００５６】
　分析サーバー２００のサービス情報送信モジュール２７０が、前記デバイス１０に搭載
されたアプリケーション挿入モジュール１００へのアプリケーションサービス情報を自動
的に伝送設定するか或いは特定対象にターゲッティングして伝送するかを判断する（Ｓ３
１）。
【００５７】
　ここで、アプリケーションサービス情報の自動伝送は、分析サーバー２００が周期的に
指定された条件に符合するデバイス１０またはアプリケーションがあるか否かによってタ
ーゲッティングしてアプリケーション挿入モジュール１００へ伝送を行うこと、すなわち
人がひとつひとつ手作業で行うのではなく、所定の条件に符合する場合に周期的に自動伝
送を行うことである。また、アプリケーションサービス情報の伝送は、デバイス１０の選
別と共に、デバイス１０に設置されたアプリケーションを選別する作業が先行するものと
理解することが好ましい。
【００５８】
　Ｓ３１段階の判断結果、自動的に伝送する場合、サービス情報送信モジュール２７０が
アプリケーションサービス情報を無線通信網を介してポップアップまたはプッシュ通知の
形で、前記判断結果に基づいて自動的にターゲッティングされたアプリケーション挿入モ
ジュール１００へ伝送する（Ｓ３２）。
【００５９】
　一方、Ｓ３１段階の判断結果、特定対象にターゲッティングして伝送する場合、サービ
ス情報送信モジュール２７０が管理者から入力を受けたターゲッティング対象のアプリケ
ーションを選別する（Ｓ３３）。
【００６０】
　サービス情報送信モジュール２７０が、アプリケーションサービス情報を無線通信網を
介してポップアップまたはプッシュ通知の形で、選別されたデバイス１０に搭載されたア
プリケーション挿入モジュール１００へ伝送する（Ｓ３４）。
【００６１】
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　すなわち、自動的に伝送されるケースと管理者が入力するケースの両方とも、ターゲッ
ティング（条件に合うデバイスとアプリケーションのみを抽出）作業は同様に起こり、サ
ービス情報も該当デバイス／アプリケーションにのみ伝達される。
【００６２】
　以上、本発明の技術的思想を例示するための好適な実施例に関連して説明し図示したが
、本発明はこのように図示および説明されたそのままの構成および作用にのみ限定される
ものではない。技術的思想の範疇を逸脱することなく、本発明に対して多数の変更および
修正を加え得るのは、当業者には自明なことである。よって、それらの全ての適切な変更
および修正と均等物も本発明の範囲に属するものと看做されるべきである。
【符号の説明】
【００６３】
Ｓ　　　モバイルアプリケーション分析に対応するサービス情報提供システム
１０　　デバイス
１００　アプリケーション挿入モジュール
１１０　ログデータ抽出モジュール
１２０　ログデータ伝送モジュール
１３０　サービスデータ受信モジュール
１４０　サービスデータ実行モジュール
２００　分析サーバー
２１０　ログデータ受信モジュール
２２０　使用パターン分析モジュール
２３０　実行機能分析モジュール
２４０　デバイス分析モジュール
２５０　分析情報制御モジュール
２６０　ログデータ分析ＤＢ
２７０　サービス情報送信モジュール
２８０　分析情報ディスプレイモジュール
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